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 要 旨   
エタノール摂取は母胎の栄養や抗酸化状態、そして同時に、生まれてくる子供の将来的

な健康に影響を与える。セレニウムは抗酸化活性を持った微量元素である。本研究では、

雌親でのセレニウムの生体利用度、抗酸化バランス、妊娠パラメーターに関するエタノー

ルの効果について検討した。さらに、エタノールを曝露した雌親に投与したセレニウム補

充食がエタノールによって生じる望ましくない効果を回避することができるか検討した。 
 Wistar 系雌性ラットを用いて、次の 4 群で実験を行った。対照群、慢性エタノール（13
週間）投与群、対照群＋セレニウム補充食群（0.5 ppm）、慢性エタノール投与群＋セレニ

ウム補充食群。血清、尿、糞便、いくつかの組織中のセレニウムレベルはグラファイト炉

原子吸光分析法で測定した。血清グルタチオンペルオキシダーゼ（GPx）活性は分光光度法

で測定した。 
 エタノール投与によってセレニウム生体利用度の変化が生じてセレニウム保持率は低下

した。組織セレニウムレベルでは大脳皮質、筋肉、乳腺、唾液腺で減少し、一方、心臓、

肝臓、脾臓でのレベルは増加した。セレニウム補充食は低下したいくつかの組織セレニウ

ムレベルを増加させた。エタノールによって血清 GPx 活性は低下し、セレニウム補充食は

この低下を対照群レベルまで回復させた。 
 これらの結果は、エタノールは雌親でのセレニウム保持率を減少させ、そのことで組織

セレニウム蓄積量に影響し、血清 GPx 活性と妊娠パラメーター、子供の体重での減少が生

じることを示している。セレニウム補充はこれらのエタノールによる望ましくない効果を

阻止する。 
 
 
 
 
 
 
 
 




